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氏名

「尾道のいろ　　 歴史と景観」
尾道は平安末期に開港した800年の歴史を持つ港湾都市です。
歴史ある多くの古刹の丹塗りは旧い絵図では町を赤く染めてい
ます。鉄道開通により町は山の斜面にまで広がって新しい表情を
持つようになり、長い歴史と文化が重なり合った貴重な景観が今
に残ります。地方都市としていち早く景観保全活動に取り組んだ
尾道の例を紹介し、これからの町の色彩について考えます。

所属（会社名）

同伴者名

※準備の都合上、6月31日（木）までにお知らせください。

PC研・SDA 合同セミナーのご案内 日本サインデザイン協会中国地区

2011年7月7日（木） 午後7:00より

FAX  082-874-5905

広島パブリックカラー研究会会長　大橋啓一
日本サインデザイン協会中国地区代表幹事　高丸竜実

毎年恒例の七夕総会を上記日程にて開催いたします。

今回は「尾道のいろ----歴史と景観」と題しまして、尾道大学芸術文化学部教授 大黒雄二郎氏のお話を伺います。
年に一度の懇親の会でもありますので、ふるってご参加ください。

基調セミナー

講師／大黒 雄二郎 氏（だいこくゆうじろう／[市立]尾道大学芸術文化学部 教授）
1969年、金沢美術工芸大学卒業。東洋工業（現・マツダ株式会社）入社。[市立]尾道大学 芸術文化学部 教授（2001～）

江戸期の尾道の絵地図（中国行程記1706年） 左）尾道駅前から千光寺眺望（昭和34年ころ）
中）尾道駅前から千光寺眺望（平成18年ころ）
右）瀬戸田の景観重点地区

● 参加します
● 都合により不参加です

（電話番号： ）

）（E-mail：

会場［セミナー／懇親会］
基調セミナーののち、いつもながらの懇親会を予定しています。会場は、京橋近くの「ロペラ」。
七夕の夜、今回のセミナーとおいしい料理を肴に、近況を話し合いましょう。

会場のお問い合わせ 082-212-0321

参加費￥ 5,000-
セミナーおよび懇親会費用

広島市中区橋本町6-7（銀山町電停）

会場：l'opera（ロペラ）
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